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万葉集2171番歌の解釈について
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【訓読文】白露と 秋萩とには 恋ひ乱れ 別くこと難き 我が心かも










































































































































05/0825 梅の花 咲きたる園の 青柳を 縵
かづら
にしつつ 遊び暮らさな




































11/2536 息の緒に 妹をし思へば 年月の 行くらむ別も 思ほえぬかも
12/2902 我が恋は 夜昼別かず 百重なす 心し思へば いたもすべなし




10/2052 この夕 降り来る雨は 彦星の はや漕ぐ船の 櫂の散りかも
さて、もし上に示したような新しい解釈が正しいとすると、第二句の訓読の問題もまた完全に解決す
る。というのは、新しい解釈のもとでは、第１節の②の「秋萩とには」という訓みでは意味が通らず、必
然的に「秋の萩とは」という訓みに確定するからである。
最後に、新しい解釈では、白露と秋萩の花が入り乱れて存在していることが前提となっているが、その
根拠を示しておこう。次の写真に示すように、萩はマメ科の植物で小さな葉が多数あり、その葉の中に混
ざるようにして小さな花が多数点在する。したがって、2171番歌に詠まれているように、たくさんの葉の
上にのった白露とたくさんの花が入り乱れて存在している様子は「実景」と考えてよい。
４．おわりに
本論文では、万葉集2171番歌の解釈について再検討を行い、新しい解釈を提案した。主なポイントは次
の三つである。第一に、第二句の訓みは「秋萩とには」ではなく「秋の萩とは」であること。第二に、第
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三句の「恋ひ乱れ」の「恋」の対象は白露と秋萩ではなく作者の「恋人（人間）」であること。第三に、
第四句の「わく（別く）」は「二つのものの優劣判定をする」という意味ではなく「空間的に入り乱れて
存在しているものを分離する」という意味であること。
また、826番歌の解釈について、結句の「いかにか別かむ」の「別く」は2171番歌の第四句の「別く」
と同じく「空間的に入り乱れて存在しているものを分離する」の意に解すべきであることを指摘した。以
上のような解釈や指摘が妥当なものであるかどうか、多くの方々のご批判をあおぎたい。
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